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本論文は五つの章を中心とし、二つの付論を加えた。第 1 章と第 2 章では、唐代山水画の展開に深く
関わったこつの画題に注目し、第 3 章~第 5 章で、は宋代山水画の最重要画家であり唐宋山水画史を繋ぐ
存在でもある李成とその画派の動向を中心に考察した。各章の概要は以下のとおりである。



























































松石図の具体的な鑑賞状況を知るために、典型的あるいは特徴的な内容を持つ 5 人の詩文、計 7 篇に
検討を加えた。盛唐・杜甫「題李尊師松樹障子歌」と「戯為双松図歌章僅」は、安史の乱の時期にお
ける士人の鑑賞例であり、特に後者は主要画家の一人章催の放逸な作画状況を伝えている。中唐の皇甫































第 3 章 (伝)李成「喬松平遠図J (澄懐堂美術館)について一唐代樹石画との関係を中心に-
































第 4 章 北宋における李成の評価とその文人画家像形成について
一子孫・鑑賞者・李郭系画家との関わりから一
本章では、李成の伝記とその画が評価されていく過程を、主に文献面から検証した。李成は、字を成
照といい、後梁の貞明 5 年 (919) に生まれ、北宋の乾徳、 5 年 (967) に49歳で没した。息子の李覚 (948












年 (980) に息子の李覚が九経に及第する。端扶元年 (988) 、太宗が国子監に行幸した際に、御前で『易』
の泰卦の意義を説いて学識を買われ、因子博士、直史館となった。その結果、李成には光禄寺丞が贈官






































































以上の 5 章に付論として二つの論考を加えた。「付論 1 題画詩からみた唐代山水画の主題J は、本
研究の前半部分の基礎作業として行った『全唐詩』にみられる山水画関係資料の検出結果である。全九
百巻を通読し、山水画に関する資料を抽出して表に整理し、当時の山水画の画題傾向を分析した。資料
報告的な性格が強く、また第 l 章、第 2 章の議論とも重なり合う部分も含まれるため、付論の形をとっ
たが、これによって唐代山水画の主題の広がりを知ることができる。
「付論 2 (伝)董源「寒林重汀図J (黒川古文化研究所)について」は、江南山水画の始祖である董
源の伝称作品「寒林重汀図」についての考察である。筆者の勤務する黒川古文化研究所の所蔵品であり、
所蔵来歴、画材、様式、主題などを多角的に分析した。館蔵品研究として『古文化研究j 3 、 4 号 (2004、
2005年)に発表したが、研究報告的な面が多く、本論文の論旨からはややバランスを欠くため、その骨
子にもとづいた解説を付論とした。従来は知られていなかった降雪表現の発見と、そこから導き出され
る主題解釈、ひいては江南山水画の雪景図との関係を考察した点で、主題に中心を置いた本研究の一環
をなすものである。
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以上、主題より見た唐宋変革期の山水画の動向とは、大局的にいえば唐の貴族的な主題から宋の文人
士大夫的な主題への変化と言うことができる。第 1 章で論じた唐代の海図には、蓬莱山などの海上の仙
山との強い関わりが指摘できた。道教信仰の盛んだ、った当時にあって仙境イメージを有する海図は、唐
代貴族の好みに適って大いに流行していた。一方、第 2 章で取り上げた樹石画は、安史の乱以降に発達
する画題で、その中心は松を描いた松石図であった。風雪に耐えて緑を保つ松は君子の象徴であり、当
時の文人士大夫たちの題画詩に頻繁に詠われ、これを得意とする文人画家も現れた。唐代後半は、新興
の科挙官僚層が力を付け、旧来の門閥貴族と措抗するようになっていった時期で、その流行は時代状況
とも結びついていた。
このような流れを受け、第 3 章で取り上げた李成は、五代の時代性、山東の地理性、水墨技法の高度
な再現性を反映・導入することにより、次の北宋士大夫のための樹石平遠山水画風を準備した。その李
成の評価が顕著になってくるのは、第 4 章で述べたように真宗朝以降である。李成の息子の李覚と孫の
李宥は、科挙に合格し儒者としての家名をより高め、その娘は宰相・呉充の妻となった。李成とその後
継画家たちは、画院とは異なる土壌で士大夫に愛好されてきたが、それが北宋後期の神宗という中興を
志す名君と、李成画風の傑出した後継者である郭照との出会いによって北宋という文治主義国家の世界
観を表象する絵画となるに至ったのである。
このような中、第 5 章で論じた王読は、単に李成の画風を学ぶのみならず、唐代の青緑山水や神仙山
水を復興し、さらに江南山水画の要素も取り込むことで唐宋山水画の総合を成し遂げた。彼の青緑山水
は、北宋晩期から南宋前期の宗室画家の越伯駒、越伯繍兄弟に受け継がれる。また、徽宗の画院にもこ
れを学ぶ画家が現れ、南宋画院にも李唐を介し、着色山水として波及していく。明末の董其昌による「南
北二宗論」において、北宗の祖は李恩訓父子の着色山水とされ、それが越伯駒、趨伯繍らを経て馬遠、
夏珪へと受け継がれたとされる。元以降の中国山水画は、文人画家による南宗画と、職業画家による北
宗画の二大潮流が影響を及ぼし合いながら多彩な展開を生んで、いくが、その構図の基盤もまた、唐から
宋への変革の中で育まれたのである。
論文審査結果の要旨
本論文は、唐宋変革期における山水画の発展および展開過程を主題面から分析した論文である。従来
の唐宋山水画の研究は、各時代に区分されたものが多く、唐から宋にかけての画題・画風・表現を通時
的に論じたものは僅かであった。本論文は、遺品の少ない欠を唐宋の豊富な題画詩から補い、唐の海図・
樹石図から北宋の山水画へという流れを導き出そうとする。
序章において全体の論旨と問題提起を行ったのち、第一章では唐代の海図を取り上げる。題画詩およ
び関連遺品から、唐代前半における海図の流行が山水画の水景表現を押し上げ、唐半ばの「山水の変」
と連動していた様相を明らかにする。第二章では唐代の樹石画の主題を分析し、松に寄せた詩における
高節の士のイメージが樹石画にも投影されていたと想定し、奇怪な樹木の表現が水墨技法の成長にとも
なって、次代の画風を用意したことを示す。第三章では北宋の大家・李成の作とされる「喬松平遠図」
を取り上げ、樹石画の伝統と李成独自の描法、さらに平遠という水墨ならではの遠近表現が高いレベル
で統合されていることを論じている。第四章では、その李成の名声と画派が子孫ならびに鑑賞者たちの
合力によって形成された歴史事情を詳細に分析している。第五章は、北宋後期の王説の作例を水墨山水
と青緑山水の画風展開の中に位置づけ、次代の文人達に隠逸への豊かなイメージを提供したと意義づけ
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ている。また付論では、題画詩分析の材料となった資料を提示するとともに、北宋・華南山水画の大家・
董源の伝承作例にも論究し、自説の補強を試みている。
東洋絵画史上、重要な時代でありながら作例の少ない唐宋の画風展開を具体的に論じる点で、本論文
はきわめてユニークである。とくに、題画詩を通じた主題面からの本格的アプローチは研究手法として
斬新であり、山水画の盛期とされる北宋絵画に、唐からの海図・樹石画の伝統と、新しい水墨技法の創
造性が統合されているという視点を提唱した論旨は独創的なものとして高く評価される。こうした主題
と表現の関係を解き明かすことで、現存作品数に限りのある唐宋山水画においても、通時的な関連性や
展開過程をより具体的に把握できるという論者の主張は、十分な説得力をもっており、今後の中国絵画
史の研究に資すること大である。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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